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病虫害は少ない。 

無秩序に枝を伸ばすので花後、切り詰め

て整姿する。根元からひこばえを伸ばし

株立ち状になるので、古い枝を地際から

除去して新旧更新すると一定の大きさに

維持できる。 

浅根性（根の張り方が浅い）のため、根

周りの乾燥や踏み固めに注意。古枝は花

付が少なくなるので、若い枝と入れ替え

る。新芽は花のすぐ横から出るので、花

殻を摘み取らないほうが良い。 
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○ ○ 

好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

黄色の花は昆虫が識別しやすい色とされ、早春

活動が鈍い昆虫達を広く呼び寄せるとする説が

ある。 

Memo 

早春、淡黄色の花序をたくさん垂らし季節感あ

る庭木。根際より四方へ枝を伸ばす。近縁の

ヒュウガミズキは花序から２～３個、トサミズ

キは７～１０個の花を垂らす。高知(土佐)の蛇

紋岩地に自生するため「土佐」と呼ばれる。ま

た、「ミズキ」がつくがマンサク科の植物。 

生長：やや速い 特 記 

マンサク科（APGⅢ） 科 名 

落葉／低木／木本植物／在来種 

トサミズキ  [ 土佐水木 ]  

ヤクシマルリシジミ 

メジロ 
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